
Alico16.03アリコの男性誌向けの雑誌広告。現代の医療事情を小説という形で興味を持たせ、下半分の商品説明に落しこむ構成。
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アリコ連載小説・１
病室のベッドから

　目ざめると、そこはまっ白な病室だった。
　和夫はまだ半覚醒状態の頭を少しだけ上げ、いま自分の置かれている状況を再度確認するために、ゆっくりと病室を見回してみた。和夫は、入院してからもう既に一週間
がたつというのに、この空間に全くなじめずにいた。ましてや、自分が個室の部屋に入院する事など想像もしていなかった。思うように動かない我が身をその孤独な空間に
横たえるだけで、ただ時間が過ぎていく事が無性に腹だたしかった。それは単に「個室」という孤独な空間だから、と言う訳ではなく、自分がここで何もできずに今過ごして
いるこの一分一秒によって、確実に我が家の経済事情が悲鳴をあげ始めている、という「事実」を知っていたからだった。
　妻の吉子が、硝子の花瓶に新しい花を生けて病室にもどってきた。なんだか彼女も、ここ数日ですっかりやつれたように見える。吉子が、小さな声で呟いた。
「でもあれよね。いくら空きベッドがないからって、こんな高い個室に何日も入院しなきゃならないなんてねえ…」
「先生が『※差額ベッド料』って言ってたやつか？まいったよな、保険外の料金でしかも一日一万円も余分にかかるなんてな…」

「早く治ってくれるならまだいいですけど…。このまま入院が長引いたりしたら、費用のほうが不安で不安で…」
　吉子の白い顔に、心から不安げな表情が浮かんだ。和夫はひどく情けなく悲しい気分になったが、それでもこんな時こそ吉子の前で弱音を吐くべきではない、と思い直
し、言った。
「うん…そうだな。本当に人生一寸先は闇だ、なにが起こるか分からんもんだな。健康な時には忘れてしまいがちだけど、普段からきちんと万一のために備えておかないと、
お前たちに心配ばかりかけさせてしまうもんな」
　和夫は、今年高校に入ったばかりの娘と中学生の息子の笑顔を思い浮かべながら、吉子の手をぎゅっと握りしめ、力強く言った。

「俺は大丈夫だ、負けない。がんばって早く退院するから、これからはきちんと医療費のことを考え直して、家族みんな安心しながら生きて行こうな」
「あなた…」
　にわかに窓から入ってきた初春の淡い日ざしが、吉子の笑顔と病室の白い壁を明るくやさしく照らしていた。
（続く）
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